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3
月
定
例
会
は
3
月
5
日
に
招
集
さ
れ
、
27
日
ま
で

23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
平
成
26
年
度
福
崎
町
一
般
会
計

予
算
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
年
度
予
算
案
な
ど
30
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
一
般
質
問
は
、
3
月
25
日
、
26
日
に
行
わ
れ
、
9
議

員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。
 

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と

10
億
9
6
0
0
万
円
（
14-
・
9
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主

な
増
額
の
要
因
は
、
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
周
辺
整
備
や
高
岡
幼
児
園
の

建
設
、
水
道
事
業
へ
の
出
資
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

議
員
　
26
年
度
末
に
お
け
る

一
般
会
計
地
方
債
残
高
の
見

込
み
が
約
1
0
5
億
円
と
な

っ
て
い
る
。
毎
年
地
方
債
残

高
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
26
年
度
は

福
崎
駅
周
辺
を
整
備
す
る
た

め
建
設
地
方
債
を
発
行
し
ま

す
。
若
干
残
高
が
増
え
ま
す

が
、
こ
れ
は
福
崎
駅
周
辺
整

備
と
い
う
特
殊
な
要
因
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
方

債
残
高
が
1
0
0
億
円
を
超

え
る
大
き
な
理
由
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
に
よ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 大
庄
屋
三
木
家
の
今
後
の

管
理
は
 

議
員
　
大
庄
屋
三
木
家
の
補

修
工
事
は
い
つ
か
ら
着
工
し

た
の
か
。
現
在
ま
で
い
く
ら

町
費
を
投
入
し
た
の
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
平
成
22
年

度
か
ら
着
工
し
て
い
ま
す
。

22
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
に
、

2
億
3
7
5
9
万
1
9
0
0

円
を
投
入
す
る
予
定
で
す
。
 

議
員
　
今
後
の
大
庄
屋
三
木

家
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
の

町
の
考
え
は
。
 

社
会
教
育
課
長
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
、

歳
時
記
に
あ
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

議
員
　
27
年
度
末
ま
で
に
2

億
円
を
超
え
る
町
費
を
投
入

す
る
こ
と
に
な
る
。
町
民
の

血
と
汗
と
涙
の
結
晶
で
あ
る

多
額
の
税
金
が
つ
ぎ
込
ま
れ

て
い
る
と
い
う
事
を
念
頭
に

お
き
、
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し

い
。
 

念
願
の
福
崎
駅
周
辺
整
備
に
本
格
着
手
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3月定例会 

過去最大規模　84億3100万円を可決 過去最大規模　84億3100万円を可決 過去最大規模　84億3100万円を可決 

※工業用水道事業は福崎工業団地区域の下水道を整備するため大幅に増加しています。 

26年度一般会計予算 

●
本
会
議
で
の
主
な
質
疑
●
 

臨時財政対策債とは 
　国の地方交付税特別会計の財源が不足した
場合に地方交付税の交付額を減らしてその穴
埋めとして該当する地方公共団体に自らに地
方債を発行させる制度。償還に要する費用は
後年度の地方交付税で措置されるため、 
実質的には地方交付税の代替財源です。 

26年度 各会計予算額 

　 　 　 会　計　名 

一　　　般　　　会　　　計 

　　国 民 健 康 保 険 事 業  

　　後期高齢者医療事業 

　　介 護 保 険 事 業  

　　農 業 集 落 排 水 事 業 

　　公　共　下　水　道　事　業 

水　　　道　　　事　　　業 

工　業　用　水　道　事　業 

　 　 　 合　　　計 

率（％）  

14 .9 

△2.7 

8 .3 

0 .8 

0 .8 

27 .0 

64 .0 

※634.2 

15.2

予　算　額　　 

84億3,100万円 

19億8,600万円 

2億2,980万円 

14億1,630万円 

2億5,740万円 

15億4,620万円 

12億70万円 

1億6,300万円 

152億3,040万円 

増　減　額  　 

10億9,600万円 

△5,500万円 

1,760万円 

1,110万円 

200万円 

3億2,880万円 

4億6,850万円 

1億4,080万円 

20億　980万円 

特

別

会

計

 

前年度当初との比較 



議
員
　
26
年
度
で
は
、
道
の
駅
構
想
検
討
事
業
に
68
万
円

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
道
の
駅
の
進
捗
状
況
は
。
 

技
監
　
道
の
駅
事
業
を
県
の
社
会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
地
域

振
興
施
設
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
引

き
続
き
検
討
を
進
め
、
道
の
駅
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
。
 

3月定例会 

3 ふくさき議会だより　第130号 

わたしたちの税金、 
　　　　　何に使うの？ 
主な事業は以下のとおりです。 
・第5次総合計画の策定 
・福崎駅周辺整備事業の着手（26年度～30年度の5年間事業） 
・多目的グランド整備 
・町道高橋山崎線等幹線道路の整備 
・長野橋上流側に歩道橋設置 
・香福橋の修繕着手（26・27年度の2年間事業） 
・都市計画道路網の見直しに係る都市計画の変更 
・高岡幼児園の建設 
・田原小学校体育館建て替えの実施設計　 
・小中学校体育館の吊り天井等の耐震改修実施設計 
・第1体育館の耐震改修実施設計 
・第１体育館東側駐車場等実施設計 
・住宅リフォーム助成を上限8万円までに拡充 
・岩手県遠野市との友好交流事業 
・柳田國男が著した妖怪をテーマとした造形コンテストの実施 

水道事業会計予算 
・福田水源地高度浄水施設の整備 
・山崎配水池施設の整備 
・井ノ口水管橋の改修 
 
公共下水道事業会計予算 
・福崎工業団地区域の下水道整備 
・川端雨水幹線の整備 

委
員
長
　
牛
尾
　
雅
一
 

副
委
員
長
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
釜
坂
　
道
弘
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

議
員
　
26
年
度
の
地
方
債
残

高
が
町
全
体
で
約
2
2
7
億

円
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
将
来
地
方
交
付
税
で
歳

入
と
な
る
割
合
は
。
 

企
画
財
政
課
長
　
24
年
度
の

決
算
で
計
算
し
ま
す
と
、
一

般
会
計
の
地
方
債
残
高
は
94

億
7
2
1
7
万
9
千
円
で
、

そ
の
う
ち
交
付
税
算
入
見
込

は
55
億
1
7
8
2
万
4
千
円

で
す
。
し
か
し
1
0
0
％
算

入
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債

が
年
々
増
え
て
い
る
た
め
交

付
税
算
入
率
は
高
く
な
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

議
員
　
住
民
1
人
当
た
り
の

地
方
債
残
高
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
一
般
会
計

で
は
1
人
当
た
り
約
54
万
円

で
す
。
 

議
員
　
町
Ｐ
Ｒ
番
組
制
作
委

託
料
2
6
6
万
円
の
効
果
は
。
 

地
域
振
興
課
長
　
制
作
し
た

番
組
は
関
東
方
面
の
ケ
ー
ブ

ル
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
、
柳
田
國

男
と
も
ち
む
ぎ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。
地
元
で
は
姫
路
ケ
ー
ブ

ル
Ｔ
Ｖ
と
調
整
し
な
が
ら
西

日
本
で
も
放
映
し
ま
す
。
 

議
員
　
企
業
経
営
力
等
改
善

事
業
委
託
料
1
2
0
0
万
円

の
内
容
は
。
 

地
域
振
興
課
長
　
福
崎
町
商

工
会
に
経
営
研
修
や
就
労
研

修
等
を
委
託
す
る
予
定
で
す
。
 

議
員
　
1
2
0
0
万
円
も
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
今
後

の
施
策
に
つ
な
げ
、
効
果
を

期
待
す
る
。
 

予算審査特別委員会を設置 

平成26年度福崎町一般会計予算など８議案は

予算審査特別委員会に付託されました。委員

会は３月11日～13日まで３日間にわたって審

査を行いました。委員会での主な質疑をお知

らせします。 

道
の
駅
構
想 
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一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
1
3
0
万
円
を
追
加

し
て
総
額
80
億
5
4
3
万
円
と
し
ま
し
た
。
補
正
の
主
な
も
の

は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
や
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
整
備
事
業
な

ど
で
す
。
 

補
正
予
算
7
1
3
0
万
円
を
可
決
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3月定例会 

㈱もちむぎ食品センターへの 
　　　　　　貸付金は返済されるのか 

●
主
な
質
疑
●
 

　
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
再
建
貸
付
金
に
つ
い
て
　
 

26年度一般会計当初予算に対する反対討論（冨田昭市議員） 

　26年度一般会計予算では、もちむぎ食品セン
ター再建貸付金の返済が100万円と計上されて
いる。もちむぎ食品センターは、25年8月の決
算で約1億6900万円の売り上げがあり、営業
利益を720万円計上しているにもかかわらず、
約束どおりの返済ができないのは、納得ができ
ない。もちむぎ食品センターは、会社としての
経営方針、利益を得るための努力、高度な技術
力をいかす計画性を持ったチーム力、すべてに
欠けている。よって、平成26年度一般会計予算
については賛成できない。 

議
員
　
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン

タ
ー
再
建
貸
付
金
元
金
収
入

に
つ
い
て
、
当
初
で
は
6
0
 

0
万
円
返
済
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
補

正
で
5
0
0
万
円
減
額
に
な

り
、
1
0
0
万
円
し
か
返
済

さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
、
約
束
ど
お
り
の

返
済
が
で
き
な
い
の
か
。
 

町
長
　
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン

タ
ー
の
経
営
に
つ
い
て
は
、

も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
経

営
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

様
々
な
角
度
か
ら
話
し
合
っ
 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
25
年

度
の
経
営
状
況
で
は
6
0
0

万
円
の
返
済
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
を
委
員
会
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
26
年
1

月
末
の
返
済
を
1
0
0
万
円

に
減
額
さ
せ
て
も
ら
え
な
い

か
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
に
そ
っ
て
、

今
回
減
額
補
正
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
 

議
員
　
26
年
1
月
末
の
返
済

が
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
あ
と
の
返
済
ま
で
変
更

し
、
27
年
1
月
末
は
1
0
0

万
円
、
28
年
、
29
年
は
2
0
 

0
万
円
、
そ
の
後
30
年
か
ら

65
年
ま
で
は
3
0
0
万
円
ず

つ
の
返
済
と
な
っ
て
い
る
。

65
年
と
い
う
と
今
か
ら
約
40

年
後
に
な
る
。
長
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。
 

町
長
　
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン

タ
ー
を
考
え
る
場
合
、
単
年

度
だ
け
で
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、

こ
の
よ
う
な
返
済
方
法
で
提

案
し
ま
し
た
。
 

議
員
　
私
た
ち
議
員
も
、
も

ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
の
経

営
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

い
る
。
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン

タ
ー
も
、
も
っ
と
も
っ
と
真

剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。
個
人

の
企
業
は
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
。
こ
れ
以
上
住
民
に

負
担
を
与
え
な
い
よ
う
に
、

額
に
汗
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
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福崎町と㈱もちむぎ食品センターとの間で締結された金銭消費貸借契約のながれ 

福崎町はもちむぎ食品センターに115,923,687円を貸しています。その返済方法について2回変更契約が

交わされました。その契約内容について掲載します。 

平成26年1月30日 変更契約 1．償還方法　償還方法を下記のとおり改める 
2．償還期限　初回を平成24年1月31日とし、平成26年1月31日以降毎年 
　　　　　　　1月31日を償還期日として平成65年1月31日に完済する。 

H25 
6,000,000 
H31 

6,000,000 
H37 

6,000,000 
H43 

6,000,000

H26 
6,000,000 
H32 

6,000,000 
H38 

6,000,000

H27 
6,000,000 
H33 

6,000,000 
H39 

6,000,000

H28 
6,000,000 
H34 

6,000,000 
H40 

6,000,000

H29 
6,000,000 
H35 

6,000,000 
H41 

6,000,000 
 

H24 
1,923,687 
H30 

6,000,000 
H36 

6,000,000 
H42 

6,000,000

H25 
　　　　　0 
H31 

6,000,000 
H37 

6,000,000 
H43 

6,000,000

H26 
6,000,000 
H32 

6,000,000 
H38 

6,000,000 
H44 

6,000,000

H27 
6,000,000 
H33 

6,000,000 
H39 

6,000,000

H28 
6,000,000 
H34 

6,000,000 
H40 

6,000,000

H29 
6,000,000 
H35 

6,000,000 
H41 

6,000,000

H24 
1,923,687 
H30 

6,000,000 
H36 

6,000,000 
H42 

6,000,000 
 

H25 
　　　　　0 
H31 

3,000,000 
H37 

3,000,000 
H43 

3,000,000 
H49 

3,000,000 
H55 

3,000,000 
H61 

3,000,000

H26 
1,000,000 
H32 

3,000,000 
H38 

3,000,000 
H44 

3,000,000 
H50 

3,000,000 
H56 

3,000,000 
H62 

3,000,000

H27 
1,000,000 
H33 

3,000,000 
H39 

3,000,000 
H45 

3,000,000 
H51 

3,000,000 
H57 

3,000,000 
H63 

3,000,000

H28 
2,000,000 
H34 

3,000,000 
H40 

3,000,000 
H46 

3,000,000 
H52 

3,000,000 
H58 

3,000,000 
H64 

3,000,000

H29 
2,000,000 
H35 

3,000,000 
H41 

3,000,000 
H47 

3,000,000 
H53 

3,000,000 
H59 

3,000,000 
H65 

3,000,000

H24 
1,923,687 
H30 

3,000,000 
H36 

3,000,000 
H42 

3,000,000 
H48 

3,000,000 
H54 

3,000,000 
H60 

3,000,000

（償還方法） 

（償還方法） 

（償還方法） 

平成25年1月21日 変更契約 1．償還方法　償還方法を下記のとおり改める 
2．償還期限　初回を平成24年1月31日とし、平成26年1月31日以降毎年 
　　　　　　　1月31日を償還期日として平成44年1月31日に完済する。 

平成20年12月16日 当初契約 1．金　　額　115,923,687円 
2．償還方法　3年据え置き20年払い 
3．利　　息　無利息 
4．償還期限　初回を平成24年1月31日とし、以後毎年1月31日を償還期日 
　　　　　　　として平成43年1月31日に完済する。 

（単位：円） 

（単位：円） 

（単位：円） 
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商
工
会
再
建
特
別
貸
付
金
の
返
済
は
　
 

議
員
　
商
工
会
再
建
特
別
貸

付
金
元
金
収
入
に
つ
い
て
、

5
0
0
万
円
の
返
済
が
あ
る

予
定
に
な
っ
て
い
た
が
、
全

額
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
償

還
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
17
年
度
に

2
5
0
0
万
円
、
18
年
度
に

2
5
0
0
万
円
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。
17
年
度
に
貸
し
付

け
た
2
5
0
0
万
円
に
つ
い

て
は
、
返
済
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
あ
と
2
5
0
0
万
円

は
24
年
度
か
ら
5
0
0
万
円

ず
つ
返
済
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
し
た
が
、
24
年
度
は
商

工
会
館
の
雨
漏
り
の
防
水
工

事
を
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

返
済
を
1
年
間
猶
予
し
た
も

の
で
す
。
今
回
2
度
目
の
返

済
方
法
の
変
更
は
5
・
6
年

先
を
見
据
え
た
今
後
の
大
規

模
な
会
館
修
繕
費
を
考
え
る

と
、
運
営
が
相
当
厳
し
く
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
返
済
の
見
直
し
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
 

議
員
　
商
工
会
の
25
年
度
予

算
で
は
、
5
0
0
万
円
を
町

へ
返
済
す
る
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
返
済
す
る
べ
き

も
の
は
予
定
通
り
返
済
し
て

い
た
だ
き
、
応
援
が
必
要
な

際
に
は
、
そ
の
都
度
補
助
金

を
支
出
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
 

副
町
長
　
商
工
会
は
、
会
員

そ
の
も
の
の
数
が
減
っ
て
い

る
こ
と
が
、
運
営
自
体
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

商
工
会
と
し
て
も
、
町
へ
の

返
済
を
猶
予
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
間
に
、
会
員
を
増
強

す
る
な
ど
し
て
、
商
工
会
の

体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　
25
年
度
補
正
予
算
（
第
1
号
）
で
計
上
さ
れ
て
い
た
庁
舎
耐

震
等
整
備
事
業
が
26
年
度
に
繰
越
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
庁
舎

を
耐
震
補
強
す
る
と
と
も
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
装
置
（
1
5
0

キ
ロ
Ｖ
Ａ
）
を
3
階
屋
上
に
、
燃
料
タ
ン
ク
（
2
0
0
0
Ｌ
）

を
地
下
に
設
置
な
ど
す
る
も
の
で
す
。
 

福崎町商工会再建特別貸付金返済計画 
18年分貸付金  2500万円 

庁
舎
耐
震
等
整
備
事
業
 

　
停
電
対
策
含
め
　
1
億
3
5
0
0
万
円
 

（第2回変更） 

（第1回変更） 

（当初） （単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

 
返 済 額  

24年度 
500

25年度 
500

26年度 
500

27年度 
500

28年度 
500

 
返 済 額  
貸付残高 
 

返 済 額  
貸付残高 

24年度 
　　0 
2500 
29年度  
　300 
1500

25年度 
0 

2500 
30年度 
　500 
1000

26年度 
200 
2300 
31年度 
　500 
　500

27年度 
200 
2100 
32年度 
　500 
　　0

28年度 
300 
1800 
 

東側より（玄関側） 

庁舎立面図 

 
返 済 額  

24年度 
　　0

25年度 
500

26年度 
500

27年度  
500

28年度  
500

29年度  
500
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町
長
、副
町
長
、教
育
長
の
報
酬
等
の
カ
ッ
ト
4
月
か
ら
復
元
 

議
員
　
特
別
職
の
期
末
手
当

に
対
す
る
役
職
加
算
を
今
ま

で
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
が
、

役
職
加
算
を
再
び
支
給
す
る

理
由
は
何
か
。
 

総
務
課
長
　
20
年
度
か
ら
特

別
職
の
期
末
手
当
に
対
す
る

役
職
加
算
を
カ
ッ
ト
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
25
年
7
月

か
ら
福
崎
町
職
員
の
給
与
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
の

施
行
に
よ
り
、
役
職
加
算
を

支
給
し
た
上
で
、
国
の
定
め

た
率
に
従
っ
て
減
額
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
来
の
給
与

を
支
給
す
る
時
期
が
き
て
い

る
と
判
断
し
た
た
め
、
役
職

加
算
を
再
び
支
給
し
ま
す
。
 

議
員
　
平
成
20
年
度
に
役
職

加
算
を
削
減
さ
れ
た
理
由
は

何
か
。
 

総
務
課
長
　
行
政
改
革
の
一

環
で
す
。
 

議
員
　
そ
れ
で
は
行
政
改
革

は
終
わ
っ
た
の
か
。
 

総
務
課
長
　
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
で
、
審
議
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

町
長
等
の
報
酬
に
つ
い
て
は

「
据
え
置
き
す
べ
き
も
の
」

と
の
答
申
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
勘
案
し
ま
し
て
特

別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
は
本

則
ど
お
り
支
給
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

議
員
　
老
人
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
「
低
所
得
者

Ⅰ
」
の
方
は
負
担
割
合
が
1

割
か
ら
2
割
に
変
更
に
な
っ

て
い
る
。
「
低
所
得
者
Ⅱ
」

の
方
は
、
外
来
で
の
負
担
限

度
額
が
8
0
0
0
円
か
ら
1

万
2
0
0
0
円
に
、
入
院
で

は
2
万
4
6
0
0
円
か
ら
3

万
5
4
0
0
円
に
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
改
正
は
県
の
制
度
を

そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。
 

民
生
参
事
　
県
の
行
政
改
革

に
よ
る
制
度
改
正
に
あ
わ
せ
、

当
町
の
制
度
も
改
正
し
ま
す
。
 

議
員
　
住
民
の
方
の
負
担
が

増
え
る
よ
う
な
制
度
改
正
を

す
る
場
合
に
は
、
も
っ
と
良

く
議
論
し
て
ほ
し
い
と
考
え

る
。
 

　特別職報酬等審議会の答申では、「報酬については
現行のまま据え置くことが適当である」とのことでし
たが、期末手当についての答申はありませんでした。
定例会2日目の答弁では、あたかも報酬審議会が期末
手当についても答申があったかのような誤解を招く答
弁であり、誠実さに欠けています。 
　当町の特別職の報酬は、極めて高い水準です。当町
より水準の低い自治体が減額措置を継続されている中、
高水準の当町において、役職手当を復活させることは
住民の理解が得られません。現在の社会情勢を鑑みる
と、報酬及び役職加算を復活させる時期ではないと考
えます。 

反対討論（前川裕量 議員） 

　母子家庭等の一人親家庭は、子どもが病気になれば
仕事を休んで子どもを病院に連れて行きます。仕事を
休んで病院に連れて行った場合、収入が減り生活費に
負担がかかっているのが現状です。一人親家庭の収入
は、二人親家庭に比べ収入が低いのが現実です。今回
の条例改正では、児童扶養手当の全部を受給できる家
庭しか母子家庭等の医療制度が受けられなくなります。
児童扶養手当一部支給の家庭は、この制度が受けられ
なくなるのです。どこよりも先駆けて子ども医療費
15歳まで無料化した福崎町ですから、県に合わせた
制度改正をするのではなく、どこよりもより良い福祉
医療費助成条例の改正をお願いします。 

反対討論（木村いづみ 議員） 老
人
・
母
子
家
庭
の
医
療
費
助
成
対
象
を
縮
小
 

メモ 変更の内容 変更の内容 変更の内容 
7月1日から母子家庭等医療費給付 
事業の所得基準が変わります。 

◇所得基準　 

児童扶養手当が全部支給（満額支給）

されている方が対象になります。 
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議案等番号 

報告第1号 

報告第2号 

報告第3号 

報告第4号 

議案第1号 

議案第2号 

議案第3号 

議案第4号 

議案第5号 

議案第6号 

議案第7号 

議案第8号 

議案第9号 

議案第10号 

議案第11号 

議案第12号 

議案第13号 

議案第14号 

議案第15号 

議案第16号 

議案第17号 

議案第18号 

議案第19号 

議案第20号 

議案第21号 

議案第22号 

議案第23号 

議案第24号 

議案第25号 

議案第26号 

議案第27号 

議案第28号 

議案第29号 

議案第30号 

　　　　　　　　　　　　　　　　件　　　名 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

議会の委任による専決処分の報告（（仮称）八千種幼児園建設工事） 

議会の委任による専決処分の報告（八反田東地区下水道面整備工事（第2工区）） 

専決処分の承認（平成25年度福崎町水道事業補正予算（第2号）） 

兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び規約の変更 

兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更 

福崎町非常勤の職員の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町職員等の旅費条例の一部を改正する条例 

福崎町債権管理条例の一部を改正する条例 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例 

福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

福崎町青少年問題協議会条例の一部を改正する条例 

福崎町社会教育委員の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

消費税及び地方消費税の税率の引上げに伴う関係条例の整理に関する条例の制定 

平成25年度福崎町一般会計補正予算（第3号） 

平成25年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成25年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 

平成25年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 

平成25年度福崎町農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号） 

平成25年度福崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第3号） 

平成25年度福崎町水道事業会計補正予算（第3号） 

平成25年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第2号） 

平成25年度福崎町水道事業会計資本剰余金の処分 

平成26年度福崎町一般会計予算 

平成26年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算 

平成26年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算 

平成26年度福崎町介護保険事業特別会計予算 

平成26年度福崎町農業集落排水事業特別会計予算 

平成26年度福崎町公共下水道事業特別会計予算 

平成26年度福崎町水道事業会計予算 

平成26年度福崎町工業用水道事業会計予算 

福崎町道路線の認定 

審議結果 

 

 

 

 

賛成全員　承認 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成多数　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成多数　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成多数　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成多数　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

賛成全員　可決 

「報告」は質疑 

を行いますが、 

討論・採決は 

ありません。 

第454回　福崎町議会定例会　議案件名表 

8
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3月定例会 

本会議1日目（3月5日） 

本会議2日目（3月7日） 

予算審査特別委員会1日目（3月11日） 

予算審査特別委員会2日目（3月12日） 

予算審査特別委員会3日目（3月13日） 

総務文教常任委員会（3月14日） 

民生まちづくり常任委員会（3月17日） 

福崎駅周辺整備対策特別委員会（3月18日） 

本会議3日目（3月25日） 

本会議4日目（3月26日） 

本会議5日目（3月27日） 

注１　賛否が分かれた議案についてのみ掲載しています。その他の議案についてはすべて全員賛成で承認・可決されました。 
注2　「出」は出席、「欠」は欠席、「早」は早退、「遅」は遅着です。 
注3　志水議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。また、総務文教常任委員会以外の委員会には議長として出席します。 
注4　宮内議員は予算審査特別委員会に監査委員としてオブザーバー出席しています。 
注5　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません。 
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志
水
正
幸
 

釜
坂
道
弘
 

高
井
國
年
 

小
林
　
博
 

難
波
靖
通
 

松
岡
秀
人
 

前
川
裕
量
 

石
野
光
市
 

北
山
孝
彦
 

冨
田
昭
市
 

城
谷
英
之
 

牛
尾
雅
一
 

木
村
い
づ
み
 

宮
内
富
夫
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

9 
4 
10 
3 
9 
4 
10 
3

賛成 
反対 
賛成 
反対 
賛成 
反対 
賛成 
反対 

議席番号 

氏　　名 

採
決
の
結
果
 

出
欠
の
状
況
 

各議員の本会議等における 

議案に対する意思表示および 

出席状況 

福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に 
関する条例の一部を改正する条例について 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正 
する条例について 

平成25年度福崎町一般会計補正予算 
（第3号） 

平成26年度福崎町一般会計予算について 

　福崎町消費者の会及び福崎町女性委員会のみなさんが
傍聴に来てくださいました。その際の感想が届きました
のでご紹介します。 

　午前中の約2時間、何度目かの傍聴体験でしたが、まず、女
性議員の少なさを残念に感じました。 
　さて、議案ですが、一般会計補正予算の件では、㈱もちむ
ぎ食品センターの町への返済額について質疑がなされまし
た。今もって不正の影響が尾を引いている現状は誠に残念で
す。「個人経営者のような気持ちで頑張ってほしい」と質問
を終えられた議員さんのお気持ちは町民の思いでもありま
す。「さすが町民代表」と頼もしく感じ、熱心な討議が続く
議場を後にしましたが、町民も折々に傍聴席につき、議員の
姿を見ることの大切さを実感いたしました。町民の議会や町
政に対する関心の深さが議員の真剣度アップにつながるので
はと思いました。 

第454回福崎町議会定例会を傍聴して        福崎町消費者の会 
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委
員
長
　
牛
尾
　
雅
一
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
釜
坂
　
道
弘
 

委
　
　
員
　
志
水
　
正
幸
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
宮
内
　
富
夫
 

八千種幼児園完成へ 八千種幼児園完成へ 八千種幼児園完成へ 

3月定例会 総務文教常任委員会  

　八千種幼児園は、保育室や廊下に県産材木を

使用し、全室に空調設備を導入しています。ま

た、太陽光発電やオール電化を採用し、環境に

やさしい施設です。 

八千種幼児園が4月開園 

　福崎浄化センター及び町立図書館の南側の町

有地約8,400㎡に、町民のみなさんが気軽に

スポーツを楽しめる拠点として多目的グランド

が整備されます。 

　また、グランドは災害時における広域避難地

としての機能も有しており、27年3月竣工の

予定です。事業費は4億1,870万円です。 

　文化センター、エルデホール、第１体育館へ

来場者の駐車場を確保するために、第１体育館

東側に3,597㎡の用地を取得し整備するため、

設計等の準備が進められます。 

文化ゾーン東側に駐車場を整備 

多目的グランド工事はじまる 

主な施設 

・40ｍ×50ｍの木造多目的ドーム 

・ドーム北側に隣接して、約2,000㎡の 
　多目的広場 

・駐車場（約90台） 

・遊具広場、芝生広場、スケートボード場 

・ナイター照明、外周園路 
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民生まちづくり常任委員会  

委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
木
村
い
づ
み
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
難
波
　
靖
通
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

福田水源地を3ケ年で拡張・整備 福田水源地を3ケ年で拡張・整備 福田水源地を3ケ年で拡張・整備 
　　　　　　　（25～27年度） 

㈱
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
 

町
の
関
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
要
望
書
 

を
提
出
し
ま
し
た
 

　
1
月
20
日
に
開
か
れ
た
委
員
会
に
お
い
て
、
㈱
も
ち
む
ぎ
食

品
セ
ン
タ
ー
か
ら
町
に
対
し
、
返
済
計
画
を
変
更
し
、
完
済
時

期
を
平
成
65
年
ま
で
延
長
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
提
出
さ
れ

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
、
町
の
関
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
 

　福田水源地整備の工期は28年2月末までで、総額約

10億円の事業となるとのことです。 

なぜ福田水源地を整備するの？？ 
　急速ろ過3基と紫外線処理２基を設置し、汚濁対策と
クリプトスポリジウム対策を行います。クリプトスポリ
ジウムは塩素消毒では不活性化になりません。紫外線処
理が有効です。これらの設備を整えるため、水源地の敷
地を拡張するとともに道路、水路の付替えも行います。
このことにより、一層安全、安心な水が各家庭に給水で
きるようになります。 

福田水源地整備の概要決まる 

　矢口奥池周辺の残土処分にかかるそ

の後の経過について報告を受けました。

長野区長、神谷区長、中播磨県民局環

境課等立会いのもと平成26年1月24

日に検体を3地点から採取し、土壌検

査を行いました。3地点とも土壌安全

基準を超過する鉛は検出されなかった

とのことでした。 

矢口奥池周辺その後 

要望書（抜粋） 

①貸付金の償還期日が平成44年1月31日から平

成65年1月31日へ大幅に変更されている。経

営改革と連動した返済計画の見直しを図り、

早期返済の実現をされたい。 

②㈱もちむぎ食品センターは、民間の経営理念

を導入し、事業収入による自主財源の確保に

努め、町からの財政支援に頼らない自主・自

立的な経営体制の確立を図られたい。 

③企業としての経営上の必要な事項については、

議会及び町民への説明責任を果たし、十分に

議論し合意形成を図る努力をされたい。 

事業内容 

土木・建築関係工事 

機械・電気関係工事 

道路・水路付替工事 

落札業者 

安田㈱姫路支店　　 

理水科学㈱大阪支店 

㈲豊富建設　　　　 

　落札金額（円） 

275,400,000 

625,320,000 

　33,705,000

●入札の結果● 

 

　場内に仮置きしていた問題のある土

壌は平成25年12月8日に全量搬出さ

れました。 

　牛や人の腸に感染する人畜共通の寄生虫で卵の形で
検出されます。熱に弱く煮沸すると死滅しますが、感
染すると激しい下痢をおこします。免疫機能が正常な
人は2～3週間で自然に治ります。 

クリプトスポリジウムとは 土砂搬出作業の様子 
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　福崎町の上水は塩素消毒のみ実施し、給水を行っています。
今後、紫外線処理方式で給水することが決定していることを
受け、上郡町及びたつの市を行政視察しました。 

　26年2月4日、2月27日、3月18日に委員会を開催し、福崎駅周辺整備
推進室から次のような報告がありました。 

行政視察報告 

民生まちづくり常任委員会 

福崎駅周辺整備対策特別委員会 

H26
 

 
H27 
H28 
H29

用地測量・物件調査 
用地補償 
用地補償・工事 
用地補償・工事 

県道甘地福崎線 

H26
 

 
H27 
H28 
H29

用地測量・物件調査 
用地補償 
用地補償 
用地補償・工事 

町道駅南幹線 

H26
 

 
H27 
H28 
H29

用地測量・物件調査 
用地補償 
用地補償 
用地補償 
工事 

駅前広場 

H26 
H27 
H28 
H29

 
設計・用地補償 
用地補償 
工事 

駐車場 

　上郡町は、膜ろ過方式を採用されていました。
水質の監視方法は、原水のＰＨ・濁度、膜浄水の
ＰＨ・濁度について連続測定を行い、町民に対し
ては、法令に基づきホームページと広報で水質を
公表していました。また、コスト削減及び経営改
善のため、施設の維持管理全般と滞納整理等を民
間企業に委託していることについては、特筆すべ
き点でした。経営の効率化、専門性の強化を図る
ことにより、経営の継続性と安定した水の供給が
できていると感じました。　 

　たつの市が採用している紫外線処理方式は、
膜ろ過方式と比較すると、管理が容易であり、
建設費及び維持管理費も安価であるとのことで
した。当町においても紫外線処理方式を採用す
ることが決定していますが、定期点検やランプ
の交換を怠ると効果のない設備となってしまう
ため、適切な運営、管理が必要であると感じま
した。 

◇視察日　　平成26年2月10日 
◇視察先　　兵庫県上郡町・たつの市 
 

●事業費（福崎町施工分） 
　　　　　　21億7500万円 
　　　　　　（国費9億6960万円、町費12億540万円） 
●工　期　　平成26年度～平成30年度 

●今後のスケジュール 

上郡町 

たつの市 

整備計画（案）の概要 
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一般質問  

問
　
32
分
団
の
消
防
車
は
、

何
台
が
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車

で
、
何
台
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
分
団
車
両

32
台
の
う
ち
井
ノ
口
・
小
倉

は
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
、
そ

の
他
30
分
団
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

車
で
あ
り
、
本
部
指
令
車
2

台
は
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

す
。
 

問
　
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
限

定
免
許
し
か
持
っ
て
い
な
い

団
員
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
を

運
転
で
き
る
免
許
を
取
得
す

る
た
め
、
教
習
所
で
か
か
る

費
用
を
助
成
で
き
な
い
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
実
態
を
調

査
の
う
え
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
文
化
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル

デ
ホ
ー
ル
は
洋
式
の
ト
イ
レ

が
少
な
い
。
洋
式
化
し
た
上

で
補
助
手
す
り
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
が
。
 

社
会
教
育
課
長
　
文
化
セ
ン

タ
ー
で
は
利
用
者
の
大
半
は

60
歳
を
超
え
る
高
齢
者
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に

と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
も

和
式
主
体
か
ら
洋
式
主
体
へ

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
建
設
予
定
の
多
目
的
グ

ラ
ン
ド
の
ト
イ
レ
は
、
ど
の

よ
う
な
ト
イ
レ
を
計
画
さ
れ

て
い
る
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
女
性
用
、

男
性
用
、
男
女
共
用
の
多
目

的
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

女
性
用
ト
イ
レ
は
便
器
3
つ

の
う
ち
2
つ
を
洋
式
に
、
男

性
用
ト
イ
レ
は
小
便
器
が
3

つ
、
洋
式
大
便
器
1
つ
の
予

定
で
す
。
 

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
へ
 

　
　
洋
式
主
体
へ
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
 

木村いづみ 

　議員にとって「一般質問」は、
公の場である議会で、議案に関係
なく町長の考え方や町政をただす 
大切な場です。 

洋式化が遅れている公共施設のトイレ 
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問
　
高
岡
小
の
プ
ー
ル
で
ア

オ
ミ
ド
ロ
な
ど
藻
の
繁
殖
の

影
響
か
水
が
緑
色
と
な
り
、

子
ど
も
達
が
泳
げ
な
い
日
が

あ
っ
た
。
原
因
は
。
 

学
校
教
育
課
長
　
残
留
塩
素

の
低
下
、
水
温
の
上
昇
、
降

雨
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

調
査
し
原
因
究
明
を
進
め
ま

す
。
 

問
　
藻
な
ど
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
、
残
留
塩
素
濃
度
維
持

な
ど
、
ま
た
ろ
過
機
の
点
検

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
教
職
員
に

よ
る
水
質
チ
ェ
ッ
ク
、
学
校

薬
剤
師
に
よ
る
水
質
検
査
、

ろ
過
機
は
業
者
に
よ
る
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

問
　
当
町
で
も
多
く
の
空
き

家
が
あ
る
。
撤
去
に
関
し
条

例
や
要
綱
を
制
定
し
て
い
る

市
町
に
国
及
び
県
の
費
用
の

助
成
が
あ
る
。
条
例
や
要
綱
、

ま
た
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の

制
定
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
国
や
県

ま
た
近
隣
市
町
の
状
況
を
参

考
に
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業

に
よ
り
「
福
崎
町
」
を
内
外

に
発
信
す
る
施
設
整
備
は
。
 

技
監
　
観
光
案
内
・
休
憩
・

交
流
の
た
め
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。
 

問
　
昨
年
の
12
月
議
会
で
小
・

中
校
舎
の
床
の
傷
み
・
汚
れ
・

雨
漏
り
の
補
修
や
ト
イ
レ
洋

式
化
の
改
善
を
求
め
た
が
、

26
年
度
予
算
に
ど
う
生
か
さ

れ
て
い
る
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
床
の
再
塗

装
、
雨
漏
り
補
修
や
給
食
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
修
繕
な
ど
、

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
 

高
岡
小
プ
ー
ル
の
ア
オ
ミ
ド
ロ
対
策
は
 

　
水
質
状
態
を
調
査
し
、
原
因
究
明
を
進
め
ま
す
 

問
　
老
朽
化
し
た
公
営
住
宅

の
建
替
え
で
、
再
生
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
内
容
に

お
い
て
、
実
施
し
た
も
の
、

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
実
施
し
た

も
の
は
田
尻
団
地
34
戸
、
塚

本
団
地
12
戸
、
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
は
大
門
団
地
15

戸
、
福
田
団
地
30
戸
、
山
崎

団
地
56
戸
、
西
野
団
地
10
戸
、

馬
田
団
地
22
戸
で
す
。
 

問
　
第
4
次
の
建
替
え
計
画

が
達
成
で
き
な
か
っ
た
理
由

は
何
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
下
水
道
事

業
等
、
優
先
す
る
大
型
事
業

の
た
め
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
 

問
　
時
代
が
変
わ
り
、
現
在

適
正
な
町
営
住
宅
供
給
需
要

を
何
戸
と
考
え
て
い
る
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
今
年
度
策

定
を
進
め
て
い
る
「
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
で
算

定
す
る
と
、
1
1
7
戸
と
な

り
ま
す
。
 

問
　
現
在
具
体
的
に
進
捗
、

ま
た
は
決
定
し
て
い
る
建
替

え
は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
駅
前
団
地

29
戸
、
大
門
団
地
24
戸
と
な

り
ま
す
。
 

問
　
今
後
の
建
替
え
に
関
し

て
は
、
高
齢
者
用
や
小
世
帯

用
な
ど
需
要
を
勘
案
し
た
多

様
な
集
合
住
宅
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
意
見
の
と

お
り
、
新
た
に
建
替
え
る
場

合
は
、
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
高
齢
単
身
や
小
世
帯

用
の
建
設
も
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

住
宅
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
 

　
駅
前
団
地
、
大
門
団
地
を
建
替
え
ま
す
 

建替え予定の駅前団地 

高岡小学校プール 

前 川 裕 量  
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問
　
自
民
党
安
倍
政
権
は
、

農
業
を
成
長
戦
略
と
捉
え
守

り
の
農
業
か
ら
攻
め
の
農
業

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
産

業
政
策
と
、
地
域
政
策
を
車

の
両
輪
の
如
く
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、

産
業
政
策
を
推
進
す
る
に
は
、

集
落
・
地
域
に
お
け
る
「
人
 

・
農
地
プ
ラ
ン
」（
誰
が
集
落

地
域
の
農
地
を
耕
作
し
守
る

の
か
）
を
立
て
、
26
年
度
よ

り
導
入
さ
れ
る
農
地
中
間
管

理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）
を

活
用
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で

あ
り
基
本
と
な
っ
て
く
る
。

当
町
に
お
け
る
プ
ラ
ン
作
り

の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
 

農
林
振
興
課
長
　
担
い
手
育
 

成
に
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
 

が
必
要
で
す
。
作
成
済
が
4

集
落
、
作
成
中
が
4
集
落
、

残
り
の
集
落
は
未
定
で
す
が
、

プ
ラ
ン
作
成
に
向
け
、
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
地
域
政
策
と
し
て
、
農

業
・
農
村
の
構
造
変
化
に
対

応
す
る
た
め
に
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
を
名
称
と
制

度
を
3
事
業
に
変
え
、
増
額

し
て
い
る
。
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
を
進
め
る
中
で
、

農
地
・
水
路
・
農
道
等
の
地

域
資
源
の
基
礎
的
な
保
全
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
担

い
手
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、

農
地
の
集
積
が
促
進
で
き
る

よ
う
に
改
革
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

農
林
振
興
課
長
　
農
地
・
水

保
全
管
理
支
払
に
取
り
組
ん

で
い
る
組
織
は
21
組
織
で
す
。

今
後
、
施
策
の
趣
旨
を
よ
り

理
解
し
て
も
ら
い
、
担
い
手

へ
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

農
地
の
集
積
が
進
む
よ
う
に

情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。
 

大
き
く
変
わ
る
農
業
施
策
へ
の
取
り
組
み
は
 

　
施
策
が
有
効
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
 

宮 内 富 夫  

みんなで進める農地の集積・集約 

問
　
高
齢
に
な
る
と
同
じ
年

齢
で
も
各
人
の
体
力
、
健
康

状
態
に
つ
い
て
個
人
差
が
大

き
く
現
れ
る
。
町
は
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
を
①
75
歳
以
上
を
対
象
と

し
て
い
る
②
60
歳
以
上
75
歳

未
満
で
も
心
臓
、
腎
臓
、
呼

吸
器
の
機
能
等
に
障
害
が
あ

り
、
日
常
の
生
活
が
ほ
と
ん

ど
で
き
な
い
方
を
対
象
と
し

て
い
る
が
条
件
緩
和
は
。
 

　
厚
生
労
働
省
は
26
年
10
月

か
ら
65
歳
で
1
回
接
種
す
る

こ
と
を
助
成
す
る
。
以
後
5

年
間
は
70
歳
、
75
歳
な
ど
5

歳
刻
み
で
1
回
接
種
す
る
こ

と
を
助
成
す
る
と
の
報
道
が

あ
る
。
 

　
町
と
し
て
10
月
以
降
の
本

事
業
の
拡
充
の
見
通
し
は
ど

う
か
。
 

民
生
参
事
　
国
が
10
月
か
ら

本
事
業
に
助
成
を
行
う
と
し

て
い
る
の
で
、
町
も
10
月
か

ら
国
の
施
策
に
し
た
が
っ
て

65
歳
か
ら
の
接
種
費
用
の
助

成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
町
独
自
の
60
歳
以
上
の
特

定
疾
患
の
あ
る
方
へ
の
助
成

は
存
続
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

問
　
町
が
毎
年
高
齢
者
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
案
内
を
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
封
筒
に
本
事
業
の
案
内

も
同
封
し
、
希
望
者
が
返
送

す
る
こ
と
で
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
出
向
か
な
く
て
も
助
成
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
な

い
か
。
 

民
生
参
事
　
そ
の
方
向
で
す

す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

問
　
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
か

ら
子
ど
も
を
守
る
上
で
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
に
そ
っ

た
条
例
制
定
の
検
討
は
。
 

教
育
長
　
教
育
委
員
会
で
時

間
を
か
け
て
調
査
、
研
究
を

す
す
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
の
充
実
を
 

　
町
独
自
の
補
助
対
象
も
含
め
10
月
か
ら
拡
充
予
定
で
す
 

石 野 光 市  

保健センター 



問
　
認
知
症
の
前
段
階
の
状

況
で
、
加
齢
に
伴
う
物
忘
れ

と
似
て
い
る
た
め
判
別
が
難

し
い
軽
度
認
知
症
は
、
適
切

な
予
防
な
し
に
放
置
さ
れ
た

場
合
、
5
年
間
で
約
半
数
が

認
知
症
に
移
行
す
る
と
の
研

究
報
告
も
あ
る
。
 

　
そ
の
た
め
、
町
内
の
高
齢
者

の
「
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を

実
施
し
て
、
認
知
症
を
未
然
に

防
ぐ
取
り
組
み
を
求
め
る
。
 

民
生
参
事
　
平
成
26
年
度
、
各

集
落
に
ミ
ニ
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

開
催
時
に
老
人
会
等
の
協
力
を

得
て
、
物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
す
。
 

問
　
視
覚
障
が
い
者
の
み
な

ら
ず
視
力
が
低
下
し
た
高
齢
 

者
な
ど
、
読
み
書
き
に
支
障

が
あ
る
人
へ
の
代
読
・
代
筆

の
支
援
は
、
今
後
必
要
で
あ

り
、
専
門
の
支
援
員
の
養
成

の
推
進
を
求
め
る
。
 

民
生
参
事
　
視
覚
障
が
い
者
 

福
祉
協
会
が
実
施
す
る
養
成

研
修
の
案
内
な
ど
、
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
し
て
支
援
の

養
成
に
努
め
ま
す
。
 

問
　
読
書
離
れ
が
指
摘
さ
れ

る
中
、
子
ど
も
を
中
心
に
町

民
の
読
書
へ
の
意
欲
を
さ
ら

に
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て

預
金
通
帳
の
よ
う
に
記
録
で
 

き
る
読
書
通
帳
の
導
入
を
提

案
す
る
が
見
解
を
求
め
る
。
 

社
会
教
育
課
長
　
現
在
の
図

書
館
シ
ス
テ
ム
で
は
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
り
困
難
で

す
。
 

問
　
地
域
を
守
っ
て
く
れ
る

消
防
団
の
処
遇
改
善
の
な
か

で
、
年
額
報
酬
や
出
動
手
当

そ
れ
に
退
職
報
奨
金
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
。
　
 

企
画
財
政
課
長
　
国
の
動
向

を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。
 

頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
検
査
を
 

　
物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
を
進
め
ま
す
 

問
　
昨
年
12
月
に
消
防
団
支

援
法
が
成
立
し
、
新
た
な
装

備
基
準
、
改
善
内
容
の
中
に

情
報
伝
達
が
可
能
な
情
報
通

信
機
器
充
実
、
消
防
団
員
の

安
全
確
保
の
た
め
の
装
備
の

充
実
、
救
助
活
動
用
資
機
材

の
充
実
と
な
っ
て
い
る
が
、

見
直
し
は
考
え
て
い
る
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
新
た
な
装

備
品
を
一
度
に
配
備
す
る
こ

と
は
財
政
的
に
も
困
難
か
と

考
え
ま
す
が
、
消
防
団
の
実

状
等
を
踏
ま
え
、
必
要
な
装

備
、
資
機
材
は
計
画
的
に
配

備
し
ま
す
。
 

問
　
消
防
団
支
援
法
が
施
行

さ
れ
、
交
付
税
措
置
も
大
幅

に
上
が
る
。
福
崎
町
消
防
団

の
退
職
報
奨
金
、
出
動
手
当
、

分
団
交
付
金
の
見
直
し
は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
退
職
報
奨

金
は
、
5
万
円
の
引
き
上
げ
、

分
団
交
付
金
、
各
手
当
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
を
参
考
に

し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

問
　
今
年
度
一
般
会
計
予
算

に
あ
る
消
防
設
備
整
備
負
担

金
の
、
は
し
ご
車
、
消
防
車

の
代
替
え
が
あ
っ
た
が
、
姫

路
市
の
委
託
契
約
に
入
っ
て

い
な
い
消
防
車
の
下
取
り
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
委
託
契
約

想
定
外
で
し
た
が
、
姫
路
市

の
契
約
課
で
競
争
入
札
に
よ

り
売
却
さ
れ
、
売
却
益
に
つ

い
て
は
、
反
映
さ
れ
精
算
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

問
　
還
暦
式
を
成
人
式
と
同

様
に
生
涯
の
記
念
と
し
て
位

置
づ
け
、
町
と
し
て
協
力
し

て
も
ら
え
な
い
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
エ
ル
デ
ホ

ー
ル
に
は
住
民
提
案
事
業
が

あ
り
、
こ
の
事
業
を
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
、
費
用
も
町
が

負
担
し
ま
す
の
で
提
案
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

消
防
団
員
の
装
備
等
の
充
実
は
 

　
必
要
な
装
備
、
資
機
材
を
計
画
的
に
配
備
し
て
い
き
ま
す
 

更新されようとしているはしご車 

城 谷 英 之  
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問
　
25
年
度
全
国
学
習
テ
ス

ト
で
小
学
校
6
年
生
は
全
国

平
均
を
下
回
り
、
中
学
3
年

生
は
上
回
っ
た
と
報
告
が
あ

っ
た
。
原
因
は
。
26
年
度
の

方
針
は
。
 

教
育
長
　
6
年
生
は
総
じ
て

読
み
取
る
力
、
書
く
力
、
意

欲
等
が
低
調
で
あ
っ
た
と
思

う
。
各
学
校
は
課
題
を
分
析

し
、
問
題
解
決
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
家
庭
に

も
宿
題
の
点
検
、
規
律
、
話

し
合
い
の
場
を
設
け
る
等
協

力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
も

報
道
さ
れ
て
い
る
。
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
が
定
め
る

目
的
、
定
義
、
基
本
理
念
を

定
め
た
条
例
を
制
定
す
べ
き

だ
。
 

教
育
長
　
県
も
い
じ
め
基
本

方
針
を
定
め
た
ば
か
り
で
す
。

よ
く
吟
味
し
て
策
定
を
進
め

ま
す
。
い
じ
め
を
許
さ
な
い

町
民
意
識
も
大
切
で
す
。
 

問
　
自
殺
対
策
基
本
法
で
は
、

自
治
体
の
責
任
と
し
て
状
況

に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
本

年
度
予
算
55
万
円
は
前
年
と

同
額
で
少
な
い
。
条
例
を
制

定
し
、
自
殺
防
止
の
推
進
を

図
る
べ
き
だ
。
 

民
生
参
事
　
予
算
を
必
要
と

し
な
い
研
修
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
 

副
町
長
　
国
・
県
の
状
況
を

参
照
し
、
進
め
ま
す
。
 

自
殺
防
止
条
例
の
制
定
を
 

 
国
・
県
の
状
況
を
見
て
進
め
ま
す
 

難 波 靖 通  
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問
　
空
き
家
対
策
は
緊
急
課

題
と
考
え
る
。
バ
ン
ク
等
と

共
に
権
利
移
動
に
都
市
計
画

法
上
の
障
害
を
無
く
す
こ
と
、

危
険
な
空
き
家
に
災
害
対
策

基
本
法
を
活
用
す
る
な
ど
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
求
め

る
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
庁
内
全

体
で
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
教
育
問
題
①
学
校
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。
小
学
校
低
学
年
は
特

に
急
が
れ
た
い
。
教
育
委
員

会
で
も
検
討
を
求
め
る
②
防

災
施
設
・
設
備
備
品
の
点
検

と
整
備
に
常
に
配
慮
を
。
 

学
校
教
育
課
長
　
①
26
年
度

は
中
学
校
に
整
備
し
ま
す
。

②
点
検
は
欠
か
さ
ず
行
い
必

要
な
整
備
は
行
っ
て
い
ま
す
。
 

問
　
中
播
磨
総
合
治
水
計
画

で
福
崎
町
関
連
は
。
 

技
監
　
七
種
川
流
域
が
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
福
田
や
高
橋

の
水
害
対
策
が
で
き
ま
す
。

福
崎
高
校
で
校
庭
貯
留
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

問
　
水
道
会
計
の
新
会
計
方

式
は
減
価
償
却
費
が
大
き
く
、

金
は
あ
る
が
赤
字
と
な
る
危

険
が
あ
る
。
料
金
値
上
げ
に

繋
が
ら
な
い
か
。
留
保
資
金

は
損
益
勘
定
に
使
え
る
か
。
 

上
下
水
道
課
長
　
基
本
的
に

は
料
金
値
上
げ
に
は
繋
が
り

ま
せ
ん
。
議
会
の
議
決
を
経

て
補
填
で
き
ま
す
。
 

問
　
下
水
道
事
業
ま
で
の
公

営
企
業
化
は
減
価
償
却
費
が

莫
大
な
額
と
思
う
。
 

上
下
水
道
課
長
　
敷
設
工
事

も
ほ
ぼ
終
わ
り
資
産
・
運
営

状
況
を
明
瞭
に
し
ま
す
。
 

副
町
長
　
企
業
会
計
で
も
一

般
会
計
か
ら
繰
入
で
き
ま
す
。
 

上
下
水
道
事
業
の
企
業
会
計
化
の
影
響
は
 

　
料
金
の
値
上
げ
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
 

小 林 　 博  

学校のトイレ 

平成25年 
－ 
2 
－ 
6 
 

平成25年 
27,283 

4

平成24年 
117,383 

7 
63,634 

6 
 

平成24年 
27,858 

3

平成23年 
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厳
し
い
冬
が
過
ぎ
、
新
緑

の
好
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

3
月
議
会
は
25
年
度
補
正
予

算
、
26
年
度
予
算
等
、
報
告

4
件
、
議
案
30
件
を
審
議
し

ま
し
た
。
 

　
質
疑
、
討
論
が
集
中
し
た

の
は
、
町
が
貸
付
し
て
い
る

㈱
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
、

福
崎
町
商
工
会
か
ら
の
返
済

金
の
減
額
や
返
済
期
間
の
延

長
、
福
祉
医
療
費
の
助
成
条

例
改
正
、
特
別
職
に
属
す
る

常
勤
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
改
正
（
神
崎
郡
2
町

は
減
額
を
継
続
）
な
ど
で
す
。

活
発
な
質
疑
・
討
論
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
 

　
3
月
議
会
に
は
多
く
の
傍

聴
者
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
一
度
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
 

（
難
波

靖
通
）
 

編
集
後
記
 

　１月23日、ホテル北野プラザ六甲荘にて、兵庫県町
議会議長会による議会広報研究会が開催され、県内12
町から議会議員や議会事務局職員が参加いたしました。
講師に広報コンクール審査員の中野景介氏をお迎えし、
「議会広報に求められるもの」と題して、ご講演をい
ただきました。 
 

5月 
27日（火）　臨時議会 
 
6月 
11日（水）　本会議（議案上程） 

13日（金）　本会議（質疑） 

16日（月）　総務文教常任委員会 

17日（火）　民生まちづくり常任委員会 

18日（水）　福崎駅周辺整備対策特別委員会 

23日（月）　本会議（一般質問） 

24日（火）　本会議（一般質問） 

25日（水）　本会議（討論・採決） 

※この日程については予定であり、変更となる場合があります。 

この広報誌は再生紙を使っています。 

〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1 
　TEL（0790）22－0560　FAX（0790）22－2342 
メールアドレス：gikai@town.fukusaki.hyogo.jp/　 
ホームページ：http://www.gikai.town.fukusaki.hyogo.jp

福崎町議会へのお問い合せ、ご意見ご要望は下記へ 

福崎町議会 で検索できます。 

３日　議会運営委員会 
５日　観桜会 
６日　消防団分団長研修会 
９日　議会広報常任委員会 
10日　神崎・福寿学園開講式 
11日　西播磨市町議長会第1回総会 
12日　神戸医療福祉大学入学式 
17日　播磨地方拠点都市地域市町議会協議会総会 
18日　総務文教常任委員会 
21日　民生まちづくり常任委員会 
22日　議会広報常任委員会 
23日　福崎町総合計画審議会 
26日　民俗　広場まつり 
30日　福崎駅周辺整備対策特別委員会 
 
 
 
２日　議会広報常任委員会 
７日　議会運営委員会 
９日　議会広報常任委員会 
11日　福崎町消防団消防操法大会 
18日　福崎町美術展表彰式 
19日　国民健康保険運営協議会 
20日　福崎町社会福祉協議会理事会 
21日　兵庫県町議会議長会評議員会議・組合議会 
　　　民生まちづくり常任委員会 
　　　老人クラブ連合会総会 
23日　総務文教常任委員会 
　　　戦没者追悼式 
27日　臨時議会 
　　　福崎町商工会通常総代会 
29日　福崎町社会福祉協議会評議員会議 
30日　兵庫県町議会議長会第65回定期総会 

4月 4月 

5月 5月 


